


 
 

１-２ 開催状況 

 

１）司会 坂元学術委員長        ２）講演者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）参加状況 

４）質疑  ①山下 大東文化大教授         ②石垣 外務省参与 



 
 

 

１-３ 講演概要（発表内容は添付の講演資料を参照） 

 

（１）日本：海洋政策研究財団  寺島紘士常務理事 
  講演主題 
     ■海洋基本法の制定・施行 
   ■海洋政策に求められる視点 
     ■国連海洋法条約の概要と対応 
   ■「アジェンダ２１」第 17 章 
     ■海洋基本計画の策定 
   ■新しい海洋基本計画 
 
（２）インドネシア：東南アジア研究センター ハシム・ジャラール所長 
  講演主題 
   ■南シナ海における各国の主張 
     ■沿岸域各国の議論 
   ■ASEAN 諸国の南シナ海への取組に対する期待（組織等） 
     ■各国の南シナ海を協力の場としての取組み 

（気候変動、教育プログラム等） 
   ■南シナ海への今後の解決方向 
 
（３）マレーシア：マレーシア海洋研究所 ナザリ・カリド主任 

    講演主題 

   ■リオ 1992 の背景とマレーシアの取組み 
     ■リオ+20 会議の概要 
   ■マレーシアの周辺海域（マラッカ海峡、南シナ海）における 
    シーレーンとしての役割、航行安全 
     ■マレーシア国内関係機関による海洋セクターの管理 
   ■海洋政策におけるマレーシアの重点課題 

 

  （４）意見交換 

コメンテータ：前 PEMSEA 議長 チュア・ティア・エン博士 
 3 名の講演に対する発言要旨： 

     ■海洋は、地球における酸素供給の重要な源で、地球存続には健

全な海洋が必要である 
      ■東アジアでは、20 年来、海洋における衝突を共存のためのパ

ートナーシップに変える働きかけがなされてきた 
■東シナ海、南シナ海を一つに扱い、関係国が同じ目標を共有し  



 
 

て話し合いの輪につくことが必要 
（そうした地域における持続性に関する戦略をまとめたのが

SDS-SEA（東アジア海における戦略的開発戦略）であり、その母

体となった PEMSEA（東アジア海域環境計画パートナーシップ）

は、南シナ海における ASEAN と同じような位置にあり、「我々は、

協働していくことができる」というメッセージを発している） 
    ■海洋・沿岸政策を進めるにあたり、日本では、統合役(Integrator)

と調整役(Coordinator)が必要であり、国が、統合的な取組みを進

める地方を支援する必要がある 
 
 
  （５）質疑応答 
 

    ①山下 大東文化大教授：東シナ海にも、南シナ海の ASEAN のような

対話のための仕組みが必要ではないか？ 
回答（ジャラール博士）：ASEAN は、話し合いのための枠組み(CoC)

を提供しているだけで、話し合いを調整しているわけではない。そ

うした枠組みが無いのであれば、何故無いのか考えて、自分たちで

どうすべきか考えていくべき。衝突を協働に、憎しみを親しみに変

えていく努力が必要である。 
 
②石垣 外務省参与：東シナ海にも、そうした話し合いの枠組みが全く

無いということではない。例えば、東アジア 3 か国の共同事務局も

あるし、観光、1.5, 2nd トラックの交流は始まっている。 
回答（寺島常務）：同意 
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 （単位：万（単位：万（単位：万（単位：万km2））））
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１．アメリカ１．アメリカ１．アメリカ１．アメリカ 762 936 0.8
２．ｵｰｽﾄﾗﾘｱ２．ｵｰｽﾄﾗﾘｱ２．ｵｰｽﾄﾗﾘｱ２．ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 701 769 0.9
３．ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ３．ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ３．ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ３．ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 541  190 2.9
４．ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ４．ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ４．ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ４．ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 483 27 17.9
５．カナダ５．カナダ５．カナダ５．カナダ 470 998              0.5
６．日６．日６．日６．日 本本本本 447                38               11.9
７．ロシア７．ロシア７．ロシア７．ロシア* ＜＜＜＜449 ＜＜＜＜2,240 0.2
８．ブラジル８．ブラジル８．ブラジル８．ブラジル 317 851            0.4
９．メキシコ９．メキシコ９．メキシコ９．メキシコ 285 197                1.5
10．チ．チ．チ．チ リリリリ 229 76                3.0
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国連海洋法条約への対応国連海洋法条約への対応国連海洋法条約への対応国連海洋法条約への対応

� 領海、接続水域、国際海峡、排他的経済水域（領海、接続水域、国際海峡、排他的経済水域（領海、接続水域、国際海峡、排他的経済水域（領海、接続水域、国際海峡、排他的経済水域（EEZ）、大）、大）、大）、大

陸棚、延長大陸棚陸棚、延長大陸棚陸棚、延長大陸棚陸棚、延長大陸棚、並びに国際協調の下での公海、深海、並びに国際協調の下での公海、深海、並びに国際協調の下での公海、深海、並びに国際協調の下での公海、深海
底底底底の管理の管理の管理の管理

・領海基線及び管轄海域の外側の限界及び境界の画定・領海基線及び管轄海域の外側の限界及び境界の画定・領海基線及び管轄海域の外側の限界及び境界の画定・領海基線及び管轄海域の外側の限界及び境界の画定

（延長大陸棚のデータ（延長大陸棚のデータ（延長大陸棚のデータ（延長大陸棚のデータの調査・の調査・の調査・の調査・提出を含む）提出を含む）提出を含む）提出を含む）

・・・・EEZ等における天然資源等の開発等に関する主権的権利等における天然資源等の開発等に関する主権的権利等における天然資源等の開発等に関する主権的権利等における天然資源等の開発等に関する主権的権利の行使の行使の行使の行使

・人工島、施設及び構築物の設置及び利用、海洋の科学的調査、・人工島、施設及び構築物の設置及び利用、海洋の科学的調査、・人工島、施設及び構築物の設置及び利用、海洋の科学的調査、・人工島、施設及び構築物の設置及び利用、海洋の科学的調査、

海洋環境の保護及び保全等に関する管轄権の行使海洋環境の保護及び保全等に関する管轄権の行使海洋環境の保護及び保全等に関する管轄権の行使海洋環境の保護及び保全等に関する管轄権の行使 等等等等

� 海洋環境の保護及び保全海洋環境の保護及び保全海洋環境の保護及び保全海洋環境の保護及び保全
� 海洋の科学的調査海洋の科学的調査海洋の科学的調査海洋の科学的調査
� 海洋技術発展及び移転海洋技術発展及び移転海洋技術発展及び移転海洋技術発展及び移転
� 紛争の解決紛争の解決紛争の解決紛争の解決
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海洋の政策的枠組み海洋の政策的枠組み海洋の政策的枠組み海洋の政策的枠組み

「アジェンダ「アジェンダ「アジェンダ「アジェンダ21」第」第」第」第17章章章章

海洋の総合的管理と持続可能な開発海洋の総合的管理と持続可能な開発海洋の総合的管理と持続可能な開発海洋の総合的管理と持続可能な開発に向けてに向けてに向けてに向けて7つの海洋政つの海洋政つの海洋政つの海洋政
策プログ策プログ策プログ策プログラムラムラムラムを採択を採択を採択を採択

�沿岸域及び沿岸域及び沿岸域及び沿岸域及びEEZをををを含む含む含む含む海域の海域の海域の海域の統統統統合的管理及び持続可能合的管理及び持続可能合的管理及び持続可能合的管理及び持続可能

な開発な開発な開発な開発

�海洋環境の保護海洋環境の保護海洋環境の保護海洋環境の保護

�公海の海洋生公海の海洋生公海の海洋生公海の海洋生物物物物資源の持続可能な利用及び保全資源の持続可能な利用及び保全資源の持続可能な利用及び保全資源の持続可能な利用及び保全

�領海内の海洋生領海内の海洋生領海内の海洋生領海内の海洋生物物物物資源の持続可能な利用及び保全資源の持続可能な利用及び保全資源の持続可能な利用及び保全資源の持続可能な利用及び保全

�海洋環境の管理及び海洋環境の管理及び海洋環境の管理及び海洋環境の管理及び気候変気候変気候変気候変動に関する動に関する動に関する動に関する不不不不確実性への確実性への確実性への確実性への

対応対応対応対応

�地域協地域協地域協地域協力力力力をををを含む含む含む含む国際協国際協国際協国際協力力力力及び調及び調及び調及び調整整整整のののの強化強化強化強化

�小規模島嶼小規模島嶼小規模島嶼小規模島嶼の持続可能な開発の持続可能な開発の持続可能な開発の持続可能な開発
9

アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ21第第第第17章章章章

� 沿岸域及び沿岸域及び沿岸域及び沿岸域及び海洋環境の総合的管理海洋環境の総合的管理海洋環境の総合的管理海洋環境の総合的管理とととと持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な

開発開発開発開発を沿岸国のを沿岸国のを沿岸国のを沿岸国の義務義務義務義務とするとするとするとする

� 沿岸国は、地沿岸国は、地沿岸国は、地沿岸国は、地方方方方と全国と全国と全国と全国レベレベレベレベルで、ルで、ルで、ルで、沿岸域･海域と沿岸域･海域と沿岸域･海域と沿岸域･海域とそそそそのののの
資源の総合管理と持続可能な開発のための資源の総合管理と持続可能な開発のための資源の総合管理と持続可能な開発のための資源の総合管理と持続可能な開発のための適切適切適切適切なななな
調調調調整機構整機構整機構整機構（（（（ハイレベハイレベハイレベハイレベルの政策立ルの政策立ルの政策立ルの政策立案機案機案機案機関な関な関な関などどどど））））を設を設を設を設置置置置････
強化強化強化強化する。調する。調する。調する。調整機構整機構整機構整機構には、学界、民間には、学界、民間には、学界、民間には、学界、民間部門部門部門部門、、、、NGO、、、、

地地地地方方方方共同体、資源利用共同体、資源利用共同体、資源利用共同体、資源利用者者者者グループ、グループ、グループ、グループ、住住住住民との協民との協民との協民との協議含議含議含議含
むべきむべきむべきむべき。。。。
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わが国の国土、領海、排他的経済水域等わが国の国土、領海、排他的経済水域等わが国の国土、領海、排他的経済水域等わが国の国土、領海、排他的経済水域等

� 国国国国土面土面土面土面積積積積 38万万万万km2

� 海岸海岸海岸海岸線線線線 3.5万万万万km

� 領海（領海（領海（領海（含含含含内水）内水）内水）内水） 43万万万万km2

� 接続水域接続水域接続水域接続水域 32万万万万km2

� 排他的経済水域排他的経済水域排他的経済水域排他的経済水域 405万万万万km2

� 領海（領海（領海（領海（含含含含内水）＋排他的経済水域内水）＋排他的経済水域内水）＋排他的経済水域内水）＋排他的経済水域 447万万万万km2

（世界第（世界第（世界第（世界第6位位位位））））
12
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グリーン線は

隣接国/相対国のEEZと重

なり合う海域の想定中間線

（相手数＝７）

ﾛシア、北朝鮮、シア、北朝鮮、シア、北朝鮮、シア、北朝鮮、

韓国、中国、韓国、中国、韓国、中国、韓国、中国、

台湾、フィリピン、アメリカ台湾、フィリピン、アメリカ台湾、フィリピン、アメリカ台湾、フィリピン、アメリカ
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国内のニーズへの対応国内のニーズへの対応国内のニーズへの対応国内のニーズへの対応

� 海洋環境の悪化海洋環境の悪化海洋環境の悪化海洋環境の悪化
陸域起因の海洋汚染、赤潮・青潮の多発、陸域起因の海洋汚染、赤潮・青潮の多発、陸域起因の海洋汚染、赤潮・青潮の多発、陸域起因の海洋汚染、赤潮・青潮の多発、

大量の漂着ごみ、エチゼンクラゲの大発生大量の漂着ごみ、エチゼンクラゲの大発生大量の漂着ごみ、エチゼンクラゲの大発生大量の漂着ごみ、エチゼンクラゲの大発生 etc

� 水産資源の減少水産資源の減少水産資源の減少水産資源の減少
環境劣化、乱獲･違法漁業（環境劣化、乱獲･違法漁業（環境劣化、乱獲･違法漁業（環境劣化、乱獲･違法漁業（IUU漁業）漁業）漁業）漁業）

� エネルギー・鉱物資源の開発エネルギー・鉱物資源の開発エネルギー・鉱物資源の開発エネルギー・鉱物資源の開発

� 安全・秩序への脅威安全・秩序への脅威安全・秩序への脅威安全・秩序への脅威
密輸･密入国、麻薬、工作船、海賊･海上テロ密輸･密入国、麻薬、工作船、海賊･海上テロ密輸･密入国、麻薬、工作船、海賊･海上テロ密輸･密入国、麻薬、工作船、海賊･海上テロ

� 海面利用の競合海面利用の競合海面利用の競合海面利用の競合 etc
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海洋基本法成立！海洋基本法成立！海洋基本法成立！海洋基本法成立！

◇◇◇◇超党派の国会議員と海洋関係各分野の有識者超党派の国会議員と海洋関係各分野の有識者超党派の国会議員と海洋関係各分野の有識者超党派の国会議員と海洋関係各分野の有識者
で構成する海洋基本法研究会で議論で構成する海洋基本法研究会で議論で構成する海洋基本法研究会で議論で構成する海洋基本法研究会で議論

◇◇◇◇ 2007年、超党派の議員立法として法案提出、年、超党派の議員立法として法案提出、年、超党派の議員立法として法案提出、年、超党派の議員立法として法案提出、

4月月月月3日日日日衆議院国土交通委員会で質疑の上、委衆議院国土交通委員会で質疑の上、委衆議院国土交通委員会で質疑の上、委衆議院国土交通委員会で質疑の上、委

員長提案され可決、同日、本会議で賛成多数で員長提案され可決、同日、本会議で賛成多数で員長提案され可決、同日、本会議で賛成多数で員長提案され可決、同日、本会議で賛成多数で
可決、参議院に送られた。可決、参議院に送られた。可決、参議院に送られた。可決、参議院に送られた。

◇４月◇４月◇４月◇４月19日参議院国土交通委員会で可決、日参議院国土交通委員会で可決、日参議院国土交通委員会で可決、日参議院国土交通委員会で可決、20日日日日
参議院本会議で賛成多数で可決、成立参議院本会議で賛成多数で可決、成立参議院本会議で賛成多数で可決、成立参議院本会議で賛成多数で可決、成立

◇◇◇◇7月月月月20日施行日施行日施行日施行
17

海洋基本法の概要海洋基本法の概要海洋基本法の概要海洋基本法の概要

� 第第第第1章章章章 総総総総則則則則
目目目目的的的的
基本基本基本基本理理理理念念念念
国･地国･地国･地国･地方方方方公共公共公共公共団団団団体･体･体･体･事業者事業者事業者事業者･国民の･国民の･国民の･国民の責務責務責務責務
法制上、財政上法制上、財政上法制上、財政上法制上、財政上又又又又はははは金融金融金融金融上上上上そそそその他の必要なの他の必要なの他の必要なの他の必要な措置措置措置措置 等等等等

� 第第第第2章章章章 海洋海洋海洋海洋基本基本基本基本計画計画計画計画
� 第第第第3章章章章 基本基本基本基本的施策的施策的施策的施策
� 第第第第4章章章章 総合海洋政策総合海洋政策総合海洋政策総合海洋政策本部本部本部本部
� 附則附則附則附則
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